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震
災
復
興
に
お
け
る
企
業
の
投
資
環
境
整
備
と
雇
用
創
出
に
関
す
る
質
問
主
意
書

政
府
が
今
月
十
五
日
に
発
表
し
た
平
成
二
十
三
年
四
月
〜
六
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
値
に
よ
る
と
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
前

期
比
マ
イ
ナ
ス
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
一
方
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

ナ
ス
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
率
換
算
で
マ
イ
ナ
ス
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
き
く
低
下
し
、
三
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と

な
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
な
ど
生
産
に
お
い
て
大
打
撃
を
受
け
、
輸
出
が
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
こ
と
が
原
因
と
し
て
い
る
が
、
欧
州
の
財
政
不
安
の
拡
大
や
米
国
の
国
債
格
下
げ
シ
ョ
ッ
ク
と
景
気
失
速
に
対
す
る
懸

念
、
更
に
戦
後
最
高
値
に
迫
る
超
円
高
は
、
輸
出
や
景
気
回
復
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
、
加
え
て
電
力
不
足
の
長
期
化
に

至
っ
て
は
企
業
に
と
っ
て
益
々
打
撃
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

震
災
前
、
日
本
企
業
は
、
法
人
課
税
、
円
高
、
製
造
業
派
遣
の
原
則
禁
止
な
ど
の
労
働
規
制
、
温
暖
化
対
策
な
ど
の
政
策
に

苦
し
み
耐
え
て
き
た
が
、
震
災
後
に
お
い
て
は
、
追
い
討
ち
を
掛
け
る
よ
う
な
菅
総
理
の
功
利
的
、
一
過
的
な
発
言
に
よ
り
、

新
た
に
電
力
不
足
が
加
わ
っ
て
幾
重
も
の
経
営
環
境
の
負
荷
が
重
な
っ
た
挙
句
、
そ
の
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
転
す
る
動
き
が

益
々
加
速
し
て
い
る
。

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
被
災
三
県
だ
け
取
り
上
げ
て
も
、
全
就
業
者
の
う
ち
、
第
一
次
産
業
就
業
者
は
六
〜
十
三
パ
ー
セ
ン

一



ト
に
留
ま
り
、
残
る
雇
用
は
圧
倒
的
に
企
業
が
支
え
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
ま
さ
に
企
業
の
奮
起
な
く
し
て
、
被
災
地
の

復
興
は
あ
り
得
な
い
。
現
政
権
に
よ
る
産
業
空
洞
化
政
策
を
即
刻
撤
回
し
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
中
小
企
業

の
生
産
性
を
伸
ば
し
競
争
力
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
全
力
で
我
が
国
経
済
と
地
域
経
済
を
立
て
直
す
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

政
府
が
発
表
し
た
平
成
二
十
三
年
四
月
〜
六
月
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
速
報
値
を
受
け
て
、
欧
州
の
財
政
不
安
の
拡
大
や
米
国
の
国

債
格
下
げ
シ
ョ
ッ
ク
と
景
気
失
速
に
対
す
る
懸
念
、
更
に
戦
後
最
高
値
に
迫
る
超
円
高
は
、
輸
出
や
景
気
回
復
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
、
加
え
て
電
力
不
足
の
長
期
化
に
至
っ
て
は
企
業
に
と
っ
て
益
々
打
撃
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

震
災
前
、
日
本
企
業
は
、
法
人
課
税
、
円
高
、
製
造
業
派
遣
の
原
則
禁
止
な
ど
の
労
働
規
制
、
温
暖
化
対
策
な
ど
の
政
策

に
苦
し
み
耐
え
て
き
た
が
、
震
災
後
に
お
い
て
は
、
追
い
討
ち
を
掛
け
る
よ
う
な
菅
総
理
の
功
利
的
、
一
過
的
な
発
言
に
よ

り
、
新
た
に
電
力
不
足
が
加
わ
っ
て
幾
重
も
の
経
営
環
境
の
負
荷
が
重
な
っ
た
挙
句
、
そ
の
生
産
拠
点
を
海
外
に
移
転
す
る

動
き
が
益
々
加
速
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
次
期
政
権
に
引
き
継
い
で
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
具
体
的
な

見
解
如
何
。

二



三

二
に
関
連
し
、
政
府
は
二
千
二
十
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
千
九
百
九
十
年
比
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
と
の
目

標
を
未
だ
に
変
え
て
い
な
い
が
、
当
面
、
電
力
不
足
を
補
う
石
油
・
石
炭
な
ど
に
よ
る
火
力
発
電
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。
菅
総
理
の
言
う
「
脱
原
発
」
と
京
都
議
定
書
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る
の
か
。
ま
た
代
替
す
る

火
力
発
電
で
使
用
す
る
燃
料
費
の
増
加
に
よ
る
電
気
料
金
の
値
上
げ
は
必
至
と
考
え
ら
れ
、
企
業
を
益
々
追
い
込
ん
で
い
く

こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
韓
国
は
、
法
人
税
の
実
効
税
率
が
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
台
と
我
が
国
に
比
べ
著
し
く
低
い
こ
と
を
利
し

て
国
を
挙
げ
て
海
外
企
業
の
誘
致
策
を
企
図
し
て
い
る
。
韓
国
企
業
は
そ
の
大
半
が
五
大
財
閥
の
た
め
、
国
と
一
体
と
な
っ

て
政
策
に
取
り
組
み
易
い
と
は
言
う
も
の
の
、
こ
の
ま
ま
日
本
企
業
に
よ
る
技
術
移
転
な
ど
が
加
速
す
る
恐
れ
は
否
定
で
き

な
い
と
考
え
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

被
災
地
で
は
産
業
基
盤
が
壊
滅
し
、
雇
用
の
確
保
が
急
務
で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
被
災
三
県
だ
け
で

も
、
三
月
か
ら
の
四
ヶ
月
間
に
お
い
て
新
規
求
職
者
数
が
十
六
万
三
千
二
百
四
十
二
人
と
、
阪
神
淡
路
大
震
災
時
で
の
、
三

県
と
ほ
ぼ
人
口
を
同
じ
く
す
る
兵
庫
県
の
約
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
失
業
者
が
多
く
な
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
が
、
雇
用

確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三



六

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
は
、
欧
州
連
合
と
協
定
を
結
ん
だ
韓
国
に
我
が
国
は
先
を
越
さ
れ
、
特
に
被
災
地
に
集
積
す
る
輸
出
産

業
な
ど
が
、
円
高
が
大
き
く
影
響
し
、
価
格
競
争
で
熾
烈
な
戦
い
を
し
て
い
る
が
、
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

七

空
洞
化
対
策
と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
総
合
特
区
」
に
よ
り
、
外
資
を
含
む
成
長
産
業
を
集
積
し
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
中
小
企
業
の
生
産
性
を
伸
ば
し
競
争
力
を
凌
駕
で
き
る
よ
う
全
力
で
我
が
国
経
済
と
地
域
経
済
を
立
て
直
す

こ
と
が
急
務
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

八

七
月
、
菅
総
理
の
「
脱
原
発
」
発
言
に
続
き
、
原
発
輸
出
に
つ
い
て
、
成
長
戦
略
か
ら
外
す
可
能
性
に
言
及
し
た
が
、
そ

の
後
政
府
は
、
継
続
中
の
輸
出
交
渉
は
進
め
る
と
軌
道
修
正
し
た
。
我
が
国
が
脱
原
発
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
米
国
や
イ
ン

ド
、
中
国
が
原
発
か
ら
撤
退
す
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
寧
ろ
海
外
に
お
い
て
は
、
大
震
災
後
も
原
発
の
需
要
が
拡
大

し
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
、
世
界
最
高
の
技
術
と
国
際
基
準
を
満
た
し
た
我
が
国
の
原
発
輸
出
に
つ
い
て
は
、
周
辺
諸
国
で
技

術
が
残
存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
継
続
の
方
向
性
を
明
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


